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そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

Ë

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

愛
國
勤
労
者
団
体
政
治

結
社
日
照
塾

酒
田

章

酒
田

章

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
七
e

一

二
四
、

六
、

六

愛
国
正
義
塾

宮
内

登

富
岡

兵
藏

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
西
陵
八
e

二
e

一
一

二
四
、

五
、

八

石
黒
慎
後
援
会

石
黒

慎

石
黒

慎

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
緑
ケ
丘
一
e

一
五
e

二
五

二
四
、

五
、
二
二

医
療
立
国
推
進
協
議
会

山
中

信
哉

大
島

俊
一

東
京
都
港
区
南
青
山
三
e

一
〇
e

九

二
四
、

六
、

七

改
国
・
日
本
維
新
の
会

金
子

富
夫

金
子

富
夫

東
京
都
大
田
区
羽
田
二
e

六
e

七

二
四
、

六
、
二
七

康
心
塾

新
谷

文
夫

栗
田

道
泰

茨
城
県
猿
島
郡
境
町
上
小
橋
二
二

一
e

三

二
四
、

五
、
一
六

国
民
の
た
め
の
大
衆
政

党
全
国
平
和
連
合

後
藤
伸
一
郎

松
田

妙
子

東
京
都
中
央
区
銀
座
八
e

八
e

一
五

二
四
、

七
、

二

志
士
の
会

齊
藤
修
一
郎

齊
藤
修
一
郎

東
京
都
西
東
京
市
下
保
谷
五
e

一

三
e

一
九

二
四
、

六
、

一

新
日
本
菊
水
会

川
井

茂
三

小
西

正
彦

奈
良
県
奈
良
市
南
紀
寺
町
四
e

一
〇

八
e

一

二
四
、

五
、
一
〇

政
治
結
社
呼
火
走

山
下

弘
一

西
川

俊
雄

静
岡
県
沼
津
市
大
平
二
二
六
六
e

二

二
四
、

六
、
二
〇

政
治
結
社
皇
國
政
和
会

井
上

栄
司

関
口

哲
也

山
梨
県
甲
府
市
高
畑
三
e

七
e

一
〇

二
四
、

六
、
二
〇

政
治
結
社
皇
神
会

中
村

政
憲

池
田

幸
一

愛
知
県
蒲
郡
市
神
明
町
一
三
e

一
七

二
四
、

三
、
一
五

政
治
結
社
士
魂
塾

川
田

正
美

川
田

正
美

埼
玉
県
川
口
市
安
行
領
根
岸
一
二
九

〇

二
四
、

五
、
二
四

政
治
結
社
誠
道
志
団
勇

盛
同
志
会

阿
久
津

勇

戸
上

盛
行

栃
木
県
宇
都
宮
市
上
野
町
六
〇
六

八
e

一

二
四
、

三
、
二
一

政
治
結
社
大
日
本
光
志

会

阿
部

真
澄

阿
部

真
澄

大
分
県
中
津
市
田
尻
一
三
九
二
e

一

二
四
、

六
、
一
二

政
治
結
社
天
桜
義
塾

大
路

智

大
路

智

兵
庫
県
加
古
郡
稲
美
町
中
村
一
八
三

〇
e

一
八

二
四
、

五
、

一

政
治
団
体
ア
ジ
ア
研
究

会

内
田

保

山
田

弘
治

愛
知
県
豊
橋
市
東
田
町
字
西
郷
一
一

六

二
四
、

六
、

六

井
井
会

尾
張

正
明

酒
井

昇
治

東
京
都
墨
田
区
本
所
三
e

六
e

一
二

二
四
、

六
、

七

瀬
戸
内
し
お
か
ぜ
の
会

藤
井

和
宏

藤
井

和
宏

岡
山
県
玉
野
市
八
浜
町
大
崎
三
〇
e

一

二
四
、

六
、

六

全
国
人
権
擁
護
推
進
会

茨
城
県
連
合
会

安
田

隆
夫

永
井

勇

茨
城
県
古
河
市
上
辺
見
五
三
〇
e

三

二
四
、

六
、
一
四

草
莽
全
国
地
方
議
員
の

会

松
浦

芳
子

植
松

和
子

東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
南
一
e

三

二
e

六

二
四
、

六
、
二
二

中
京
維
新
の
会

大
村

秀
章

藤
井

英
明

愛
知
県
安
城
市
三
河
安
城
南
町
一
e

一
五
e

一

二
四
、

六
、
二
六

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
二
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
そ

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

^

政
党
の
支
部

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
る
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

民
主
党
参
議

院
比
例
区
第

13
総
支
部

石
上

俊
雄

梅
田

利
也

神
奈
川
県
川

崎
市
幸
区
神

明
町
二
e

五

五

参
議
院
議
員

〇

二
四
、

五
、
二
四

民
主
党
参
議

院
比
例
区
第

15
総
支
部

濱
野

喜
史

若
杉

高
志

東
京
都
港
区

三
田
二
e

七
e

一
三

参
議
院
議
員

〇

二
四
、

六
、
二
〇

〇
経
済
産
業
省
令
第
六
十
二
号

中
小
企
業
の
海
外
に
お
け
る
商
品
の
需
要
の
開
拓
の
促
進
等
の
た
め
の
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
独
立
行
政
法
人

通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
の
業
務
（
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
。）に
係
る
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

細
野

志

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
業
務
（
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
。）に
係
る
業
務
運
営
、
財
務

及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
業
務
（
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
。）に
係
る
業
務
運
営
、
財
務
及
び

会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
八
号
中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
第
六
号
、
第
三
十
一
条
第
一
項
第
八
号
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
又
は
第
十
六
条
第
一
項
」、

「
又
は
同
法
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
承
認
経
営
基
盤
強
化
計
画
」、「
又
は
当
該
承
認
経
営
基
盤
強
化
計
画
」
及

び
「
又
は
経
営
基
盤
の
強
化
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
の
海
外
に
お
け
る
商
品
の
需
要
の
開
拓
の
促
進
等
の
た
め
の
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日
）か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
六
十
三
号

中
小
企
業
の
海
外
に
お
け
る
商
品
の
需
要
の
開
拓
の
促
進
等
の
た
め
の
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
経
済
産
業
省
関
係
総

合
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

細
野

志

経
済
産
業
省
関
係
総
合
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

経
済
産
業
省
関
係
総
合
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
二
号
ホ
中
「
又
は
第
十
六
条
第
一
項
」、「
又
は
同
法
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
承
認
経
営
基

盤
強
化
計
画
」、「
又
は
当
該
承
認
経
営
基
盤
強
化
計
画
」
及
び
「
又
は
経
営
基
盤
の
強
化
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
の
海
外
に
お
け
る
商
品
の
需
要
の
開
拓
の
促
進
等
の
た
め
の
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日
）か
ら
施
行
す
る
。
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